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講義中の大光銀行相場実審査部調査役
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桂 信太郎（長岡大学教授）
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１．はじめに
本稿は、桂ゼミⅢ学生が大光銀行本店において、審査部相場実調査役と人事部白勢昭博係長をメイン講師に、連
携授業を行った際の記録である。長岡大学は、平成１８年度の文部科学省「現代 GP」における実践的総合キャリア
教育の推進に採択され、能力開発と専門学習の双方に対して、連携企業の専門実務家と担当教員が一体となった連
携 FD（教育開発）チームが準備し指導する「産学連携実践型キャリア開発」を実践している。本ゼミナールはこ
の経費支弁によりなされ、経営学や企業論を学び、就職活動を目前に控えたゼミ学生にとって有意義なものであっ
たため、生涯学習センター研究紀要に採録させていただいた。なお、本稿の文書化は桂ゼミ生の近藤麻奈美さんと
坂爪慎哉君が担当、編集および校正は桂信太郎が担当した。
※２００７年度桂ゼミナールⅢ所属学生：小島正輝、小島真由子、近藤麻奈美、坂爪慎哉、清水将史、広田一明、松野勝義、渡
辺雅美、バヤンサン・バーサンジャブ
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２．大光銀行と長岡地域
白勢人事部係長：みなさんこんにちは。私は大光銀行人事部の白勢と申します。本日はよろしくお願い致します。
先般、桂先生の方から講師の依頼を受けまして、本日審査部の相場より、財務データから見た地
域企業の経営戦略ということでお話をさせて頂きます。その後、就職活動に関わるアドバイスを
私からお話させて頂きたいと思います。では、早速ですが、審査部の相場より本日のテーマに従っ
てお話させて頂きたいと思います。よろしくお願いします。
相場調査役：審査部の相場と申します。本日は、大光銀行の本店へお越し頂きましてありがとうございます。では、
早速ですけれども講義を始めさせていただきます。お手元のほうにレジメがあると思いますので、そ
れに沿って講義をさせて頂きます。桂先生のほうから頂きました、財務データからみた地域企業の財
務戦略というお話をさせていただきます。いい資料がございましたので、レジメにしまして添付させ
て頂いております。
まず「欠損法人７割の時代」というお話をさせていただきます。昭和２０年から昭和４０年の終わりま
では、大体７割の企業が黒字企業でございました。それから昭和５０年くらいになりますと、オイル
ショックを境に赤字法人が約５割になるといった感じで推移します。バブル経済の時代、昭和６１年あ
たりから平成３年くらいまでは、一時的に赤字企業の割合が若干減りました。しかしそれでも５０％を
超した状況が続いています。バブル崩壊以後、平成４年くらいからでしょうか、急速に欠損法人の割
合が増えておりまして、現在では約７割の企業が赤字とも言われております。新潟県内で倒産が多い
業種が、建設業と小売業です。これは新潟県内だけでなく、全国的に見ても小売業、建設業の倒産が
多いという傾向があります。建設業につきましては、いわゆる公共工事予算が減っているのが原因と
考えられます。公共事業がピーク時の大体半分以下になっている、企業数も多い、ということがわか
ります。小売業に関しましては、例えばこの近辺だとジャスコさんなどのような小売企業が進出して
きています。あとはコンビニです。コンビニは店舗展開を積極的に進めておりますので、その影響も
あり、競争過多によって小売業がどんどん廃業倒産しています。私の子供の頃は商店街も活気があっ
て、肉屋さん、魚屋さん、八百屋さんなどが数多くございましたが、最近は新潟県内で商店街が少し
ずつ姿を消しつつあると感じます。
講義中の白勢昭博人事部係長
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３．赤字法人と黒字法人
赤字法人と黒字法人には、それぞれどんな特徴があるのか、というお話をします。お手元にあります「BAST（バ
スト）」という資料をご覧ください。これは税理士法人の組織である TKC の資料です。二期連続黒字企業、黒字
転換企業、赤字転落企業、二期連続赤字企業の比較分析をしてみます。二期連続の黒字企業と、二期連続の赤字企
業を比べてみます。黒字企業のほうは、貸借対照表での有形固定資産の構成比が３６．５％と出ております。二期連続
の赤字企業を見てみると、構成比４６．４％とあります。これは何を示すかといいますと、黒字企業は、有形固定資産
である機械ですとか土地、建物について、新規の投資をして買い入れ、あるいは店舗を作って、それが良く働いて
いる、つまり稼働率が高いと見ることができます。稼働率が高くなれば、現金預金や売掛債権、棚卸資産が当然増
えます。その結果、有形固定資産の構成比が小さくなるという傾向にあります。逆に二期赤字企業については、有
形固定資産の構成比が高いと、設備を入れてみたが稼動がうまくいかない、その結果売り上げに貢献してないと見
ることができます。したがって現金預金や売上債権、棚卸資産も積み増しできないという結果になります。総資産
も増えていかないので、設備の負担が大きくなっている、と見ることができるわけです。従いまして、赤字企業に
おいては設備過大という傾向が出てくるわけです。
つぎに負債を見てみます。固定負債の欄で、長期借入金というのがございます。二期連続の黒字企業は、この借
入金の構成比が３８．６％になっています。
短期借入金・割引と、長期借入金を足した比率が３８．６％。二期連続赤字の企業を見ますと７６．１％です。これはど
のように考えれば良いでしょうか。借入金というのは通常、運転資金と設備資金に大分できます。運転資金といい
ますと、例えば１００万円仕入れてきました、１５０万円で売れました、今月末に仕入代金１００万円を決済しなければな
りません、という状況を考えてみましょう。売上が現金として入金されるのは、今月ではなく来月になる、という
ことになりますと、今月末に１００万円払い、入金は来月末です。そうであれば、払う時点においてお金が不足しま
す。その分どこかから借り入れ等をしてこなければ、会社運営に支障をきたすという状況が発生してしまいます。
これが運転資金です。逆に設備資金は、土地、建物、機械設備などの購入資金です。赤字企業においては、借入金
は資金を調達してきてそれが貸借対照表の左側である借方に残ります。先ほどの運転資金でいえば売上債権などで
す。設備投資をすれば、機械、土地、建物などの勘定が立つわけです。
赤字資金というのは貸借対照表の資産側に残らないお金です。例えば、給料が不足しているので、給料の支払資
金を借りてきたとします。それはすぐに従業員さんへ配布されるわけですよね。すると資産側には全く残らない勘
定になります。通常、借入金というのは資産側の現金勘定の金額が増えます。例えば売掛金や受取手形が現金化す
る。設備資金であれば、その設備投資した設備が稼動し、それが売上を稼ぎ、利益を稼いで、それでもって借入金
を返済する、ということになります。逆に、給料ですとかそういうものに当てられるお金は、貸借対照表の資産側
のほうにお金が残らない。ですからこれは返済できないお金である、と捉えます。これがいわゆる赤字資金と言わ
れるものです。赤字企業においては、この赤字資金が毎月増えているのではないかと考えられます。例えば、給料
が足りない、支払いが足りない、仕入れをしたがモノが売れない、などのような理由で、返済できないような借り
入れをしているのではないだろうかと考えられるのです。二期連続の黒字企業では３８．６％しかないのに、二期連続
の赤字企業においては、およそ２倍の７６．１％と、借入金の比率が高くなっています。経営分析表の中の、債務償還
年数というところを見てください。これは、有利子負債をキャッシュフロー額で割って算出するもので、借金を
キャッシュフローで返済すると何年かかるかという指標です。これを見ると、その企業の借り入れ状況がどのよう
になっているかというのが大体分かります。二期連続黒字企業の場合、この年数を見てみると５．６年ですね。通常
で考えれば５年か６年すると借入金が返済できるということです。これに比べて二期連続赤字企業というのは利益
がないわけですから、減価償却費のみという形になりまして１８２．７年となっています。一般論としましては、この
年数が１０年以内であれば正常先と見ることができます。銀行は決算期ごとに（３月と９月）、債務者区分というも
のをつけます。普通であれば正常先、ちょっと赤字だ、ちょっと注意、要警戒というものが要注意先、その下にな
りますと破綻懸念先、その下になりますと実質破綻先、法的整理をすると破綻先となります。この年数が１０年以内
であれば正常先の範囲に入ってきます。非常に重視される指標のひとつです。
続きまして自己資本比率です。当然のことですが、赤字が累積してくると繰越損失が累積してきます。これが続
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きますと、資本がマイナスになるという債務超過に陥ります。二期連続黒字企業においては、自己資本比率が３４．１％
です。二期連続赤字企業においてはマイナス１５．２％ということで、すでに債務超過に陥っています。自己資本比率
は企業の体力を見る一番代表的な指標です。この自己資本比率が低いということは、何かあったとき、例えば売上
取引先が倒産したような場合においては、非常に倒産しやすいという企業です。この二期連続赤字企業マイナス
１５．２％というデータは、債務超過になっており非常にすでに危険な状況にあると考えられます。
４．企業の売上規模と業績の関係
続きまして売上規模が小さい企業です。売上規模別の黒字企業の割合についてお話します。平成１７年度と１８年度
について、売上高３０億以上の企業については、１７年度は８５．４％が黒字企業です。これが１８年度においては８６．３％と
いうことで、黒字企業の割合が増えています。この傾向は１０億から２０億の企業において同じです。売上規模が１０億
円超の企業については、１７年度と１８年度を比較すると黒字企業の割合が増えています。なおかつ８０％を超える高率
です。ところが０．５億円未満を見ますと、平成１７年度は３２．６％です。黒字企業の割合が３２．６％しかありません。平
成１８年度になりますと３２．２％です。要は黒字企業割合が減っているのです。これは５億円から１０億円までの企業の
全部に言えることです。５億円から１０億円を見ますと、黒字企業の割合は７８．５％から７７．９％です。規模の小さい企
業では、赤字企業の割合が多く、なおかつその傾向に拍車がかかります。赤字企業の割合がどんどん増えていく状
況になっています。最近、業績の二極分化が指摘されます。強い企業はより強く、弱い企業はより弱くという二極
分化がますます進行しています。売上の大きい企業は黒字企業であるケースが多いし、売上規模が小さい企業は赤
字が多い。ただ売上が大きくても赤字であるケースもあります。売上規模が小さくても黒字先として頑張っている
企業もあります。
売上が小さいから駄目だ、と考えるのは早計です。単純に売上高が大きいだけだから駄目だ、というケースもあ
ると思います。売上が大きいということは販売先をしっかり押さえていたり、技術力が高かったりします。しかし
逆にそれがリスクとなることがあります。現在の強みというのは、時代が変わるとリスクになることがあります。
多角化で失敗している企業も多いですし、技術力があるといっても技術が陳腐化して駄目になる企業も多いわけで
す。企業規模が小さい企業のほうが、時代の変化に柔軟性がある場合もあります。ただしこれは経営資源や経営者
の能力などの制約等と密接に関わってきます。ただそこは努力でなんとかなる部分です。ただ売上規模が大きいか
ら安心する時代ではない、ということです。
続きまして限界利益率です。売上高から変動費を差し引くと限界利益が出ます。売上高から変動費を控除した利
益のことで、限界利益には固定費が含まれます（限界利益＝売上高－変動費、限界利益＝固定費＋利益）。変動費
とは、例えば原材料費や外注加工費などで、売上高に比例して増減します。人件費は一般的に固定費と言われます
が、パートや派遣さんの割合が最近は非常に増えています。これは、人件費の変動費化であると考えられます。正
社員ですとなかなか解雇が難しいわけですが、パートさんですと契約期限がありますので、雇用を打ち切ることも
可能です。そういったことで最近は人件費が変動費化していると思います。
二期連続の黒字企業は、限界利益率３９．８％、二期連続赤字企業が４２．８％となっています。一概には言えませんが、
一般的に固定費の変動費化を進め、売上高の変動に柔軟に対応できる体制・整備を企業努力として進めているとい
うことが分かります。黒字企業においては、仕入、外注、消耗品費を変動費として捉えています。これだけ見れば
黒字企業は、外注費を効果的に使っています。自社で雇用しない、設備も抱えない、外注をよく利用する、いう経
営方針をもっていることがうかがえます。
裏を返せば、赤字企業は固定費の比率が逆に高い。二期連続黒字企業は３６．４％、二期連続赤字企業は４４．８％です。
赤字企業においては、売上高が不足すると、経費削減への取り組みが進まないことから固定費の割合が必然的に高
くなります。売上高が減って業績が悪くなってきたとき、企業がしなければならないことのひとつに、経費の削減
が挙げられます。
経費削減の対応が遅れると、とりかえしのつかない状況になることもあります。人件費率は黒字企業が２１．２％、
二期連続赤字企業が２４．７％です。また製造原価を見ましても黒字企業が９．９％、赤字企業が１２．９％です。設備費も
黒字企業が３６．４％、赤字企業が４４．８％です。設備費の比率が非常に高いというのがわかります。先ほども赤字企業
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は「設備の構成比が非常に高い」というお話をしましたが、その一つの表れとして損益計算書においても、設備費
の割合が高くなっているというのがわかります。赤字企業が減価償却費を操作するケースがあります。例えば機械
を入れたり建物を買うと減価償却をします。１年間で例えば１，０００万円減価償却しなければならないケースでも、
例えば黒字を確保するために、減価償却をしないというケースがあります。
減価償却費率の欄を見ますと、赤字企業が２．３％と載っています。しかしすべて会計原則や税務上の規則通りに
やれば、おそらくもっと高くなります。減価償却できない、赤字になるから減価償却しない、赤字幅を少なくする
ために減価償却しない、あるいは抑える、というケースがあるわけです。これは何を意味するのでしょうか。設備
や機械を入れて、その減価償却ができないということは、設備・機械がいずれ壊れた時に、設備を入れ替え更新す
る能力が、企業に無いということです。設備の更新ができない企業は、いずれ衰退すると言えるのではないでしょ
うか。
次に、貸借対照表と損益計算書の関係についてお話します。売上高が増えて、成長期にある企業は、貸借対照表
における総資産の金額が増えます。これが成長企業です。しかし売上が減少しているにも関わらず、総資産が増加
している企業もあります。これは不良資産の発生が疑われます。例えば売掛金が焦げ付いて回収できなくなった、
棚卸資産が余剰在庫になっている、あるいは資金繰りが苦しくて借り入れをした、などの理由です。
次は、キャッシュフロー計算書です。営業活動によるキャッシュフローは、本業の利益でどのくらいキャッシュ
フローを稼いだかという金額を表しています。二期連続黒字企業については、当然この営業活動によるキャッシュ
フローも黒字で、１０，９０９千円です。つまり、１，１００万円弱です。これに比べて二期連続赤字企業は、７６千円です。
次に投資活動によるキャッシュフローです。投資活動キャッシュフローは、事業活動を維持拡張するために必要
な設備投資（キャッシュの減少）や資産の売却（キャッシュの増加）、資金の貸し付けや回収などのキャッシュの
流れのことです。投資によるキャッシュフローは、成長初期にある資金需要旺盛な企業では、マイナスとなること
が多く、成熟期にあり投資をあまり必要としない企業では、プラスとなりやすい特徴を持っています。二期連続黒
字企業は、マイナス１，１００万円となっています。これは１，１００万円だけ新しく設備投資をしている、と考えてくださ
い。赤字企業においては３７５千円しか投資をしていないわけです。
最後に、財務活動によるキャッシュフローです。これは借入金増減を表しています。黒字企業においては３００万
円借り入れをしていて、赤字企業においてはマイナス３５４千円です。黒字企業は本来の事業活動で１，１００万円稼いで
います。その他に借入金をして設備投資に３００万円使っています。赤字企業は本業の利益では儲けられない、設備
投資もできない状況で、借入金の返済のみを行っている状況となってしまいます。
５．地域企業の財務戦略
地域企業の財務戦略についてお話します。企業の経営資源は、ヒト・モノ・カネと言われます。企業をカネの面
から見てみます。資金を調達するときに、いわゆる貸借対照表の右側である貸方になりますが、一般的には資本で
調達してくるかあるいは借入で調達してくるかになると思います。資金を調達し、それを運用して、利益を上げる
というのが企業です。生みだした利益は、国には税金を、株主には配当を、債権者には返済を、経営者には役員賞
与を、余ったお金は会社の内部留保として蓄積する、という配分をします。
経営者は企業価値を高めるのが使命です。資本は返済の必要がないので非常に安定的な資金かと思います。株主
としては、債権者に比べれば当然高いリスクを有しており、会社が倒産すれば出資額を回収できないわけです。債
権者の場合は担保等で保証されている部分はありますが、株主が担保をするということはありませんので、そうい
う意味で株主は非常に高いリスクを負っています。ゆえに株主は配当として高いリターンを求めるわけです。
債権者が例えば２％のリターンを求めれば、株主は４％ぐらいを求めるといったように、株主のほうがリターン
を求める傾向があります。ハイリスク、ハイリターンですね。ただ中小企業においては経営者が株主であるケース
が多いので注意が必要です。資金の借入は契約を結ぶわけですから、返済する必要があるということからしても、
資本に比べれば安定度は劣ります。中小企業において、増資は一般的ではありませんので、資金調達の中心は借入
になります。中小企業にとって必要なことは、自社の信用力を高め、業績を向上させて、低金利で借り入れする、
というのが有効だと思います。
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資金の運用については、流動資産において資金効率を高めることが重要です。普通預金や当座預金、現金でお金
がたくさんあればよい、というわけではありません。販売債権はできるだけ早めに回収することが重要です。販売
債権の不良化防止に注意が必要です。要は販売先で倒産を出さないということです。当たり前の話ですが、できる
だけ信用力の高い企業と付き合いましょうということですね。棚卸資産にも注意が必要です。製品を作り過ぎない
ということです。特に最近は製品のライフサイクルが短期化しています。ある程度見込みで作っても３ヶ月後には、
倉庫の中で眠っていて、不良在庫になるというケースが非常に多いです。棚卸資産はできるだけ少なくする。徹底
した在庫削減で有名なトヨタ生産方式というわけではありませんが、必要なときに、必要なだけ、必要なものを生
産する。陳腐化、流行遅れを出さないことにも注意が必要だと思います。
固定資産も要注意です。特に設備投資は企業業績を非常によくするケースがあります。ただ失敗すると命取りに
なるケースも非常に多いです。生産力の増強あるいは新工場の建設としての設備投資は、特に大きなお金がかかり
ます。これに失敗すると業績が良い企業でもたちまちダメになってしまいます。多くは借入金で設備投資しますの
で、設備投資の効果が十分でないと返済ができない事態になります。借入金の返済ができなくなれば、企業は絶え
ず運転資金を必要とします。例えば３ヶ月サイクルで手形をだして返済して、１週間たったらまた運転資金を出す、
ということを繰り返す企業があります。しかしたちまちのうちに、例えば支払手形が決済できなくなったり、ある
いは借入金の支払いができなくなる、ということでたちまちのうちに倒産します。設備投資は企業を大きくする原
動力です。しかし非常に怖い側面もあります。設備投資しなければ、市場から取り残されることがございますので、
設備投資をしつつも十分に将来性や市場動向を見極める必要があります。
黒字企業の財務戦略についてお話します。昨今「売上じゃないよ、利益だよ」という風潮があります。しかしな
がら売上というのは利益の源泉であり、おろそかにできません。利益を増加させるということは企業価値を高める
ということに繋がります。お金が余ったら現金預金に必要以上に積み上げないで借入金を積極的に返済する。新事
業、新商品に挑戦する。黒字企業というのはお金がありますから何でもできるのですが、そこは企業価値を高める
ためにやっていると思います。
逆に赤字企業は、資金の流出を止めることが重要です。まずやらなければいけないのは資産があれば必ず売却す
るということです。土地や機械など、使っていないものがあれば処分します。それから大事なことは経費削減です。
赤字企業の経営者に会うと「自分のところはそんなに悪くない」と思っていることがあります。「他の企業もみん
な赤字だからうちはそれほどでもないよ」という経営者がほとんどです。だからそこは意識改革をはかってもらっ
て、経費削減に取り組むことが重要です。経費削減とは、先ず役員報酬を減らすことです。経営者自身の給料を減
らすわけです。しかしこれで不十分な場合は、従業員の給料を削減する、あるいは過剰な人員があれば辞めていた
だく、ということもあります。ここがなかなかできない部分ではありますが、これをしないと企業が存続できない
ケースがあります。例えば従業員数が１００人いますと、１０人リストラで辞めてもらうか、企業が倒産して１００人の人
に泣いてもらうか、どちらかを選べということになります。経営者は心を鬼にしてやってくださいということです。
６．元気な地域企業の事例
当行の取引先で元気のいい企業があるのでご紹介させていただきます。この会社は三条市にある会社です。昭和
２４年に先代が金物卸売業として創業しました。昭和４７年に現代表者が家業を継ぎ、アウトドア商品をアメリカから
輸入して全国規模で販売しています。東急ハンズ、ビクトリア等全国の有名店と取り引きしています。さらに最近
では、インターネットを活用して個人販売を始めました。
当初はアウトドアですから夏モノ中心だったのですが、近年冬季のアウトドア用品も取り扱いを開始して、年間
を通じて販売体制を整えました。特に冬季用品として、洋式かんじきが売れています。これはプラスチック製のか
んじきで、下にスパイクがついており、滑り止めがしてある商品です。値段が一組３～４万くらいです。なかなか
値段は張りますが、追加発注するほどのヒット商品となっています。中小企業ではありますが、創業時の金物卸か
ら無店舗によるアウトドア用品の販売へと業態を転換させて成功をおさめています。
ポイントは儲けの取れる市場に参入したことです。どんなに頑張ってもなかなか儲けが出せない市場がありま
す。儲けの出ない市場で頑張ってもうまくいきませんので、思い切って儲けの出せる市場に出たというわけです。
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白勢係長と受講生
中小企業の場合、ニッチ市場という形が多いわけですので、競争相手は少なく、大企業が進出しづらい分野で、利
益率も高いわけです。「資金をかけずに知恵を活用する」という戦略です。設備投資を抑える、人員も最小限に抑
える。少設備少人員がキーワードです。同社は２００３年９月には、売上高が２億５，０００万円だったのが、２００６年９月
には４億１，３００万円となっています。経常利益についても２００３年は約２００万円だったのが２００６年には１，９００万円と
なっています。純資産も売上の増加につれて順調に増加しています。一方で設備はあまり増えていません。売上高
や売掛債権が増えているというのが特徴です。人員は２００３年９月に１０人だったのが２００６年９月には８人です。非常
に小規模な会社ですが、年商４億円、利益で大体２，０００万円から３，０００万円くらいです。これは非常にうまくいった
ケースです。ちょっと長くなりましたがこれで終わらせていただきます。ご清聴ありがとうございました。
学 生：質問です。長岡地域ですと製造業が有名ですが、大光銀行さんから見て長岡地域で元気な企業はあり
ますか？
相場調査役：今、長岡地域で元気な企業というのは、機械、金属加工関係でしょうかね。あと市場としては医療関
係です。特に老人介護施設。高齢化ということもあるでしょうね。
学 生：昨年長岡市にオープンしたリバーサイド千秋ショッピングモールの影響はありますでしょうか。
相場調査役：あるでしょうね。新潟市にもイオンが大きなショッピングモールを作りましたが、地元の小売店の売
上は落ちていると思います。最近とにかく小売業は非常に廃業が多いです。廃業ができればまだ良い
ほうで、借入金等が残っていて廃業ができずにずるずる続けている企業も相当あります。これからも
大規模店舗の出店が続けば、地元企業の経営が苦しくなるのではないかと心配しております。
７．リクルートについて
白勢人事部係長：そろそろ就職活動を意識される時期かと思いますが、就職活動は年々早くなって来ております。
１１月下旬には首都圏で合同企業説明会が行われ、新潟県内においても１２月上旬に新潟市内で合同
企業説明会が行われます。この機会に是非参加してみてはいかがでしょうか。
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大光銀行本店前にて
「就職活動は自分探しの旅である」と言われます。就職活動を始めるにあたって、先ず自分と向
き合ってみて下さい。自分がどのような性格であるのか、どのような仕事をしてみたいのかなど自
分自身を知る事も重要になるかと思います。その上で、より多くの企業を訪問し、働きやすい雰囲
気であるか等を見るなど、アプローチしてみてはいかがでしょうか。きっと新しい発見があると思
います。
採用試験を受験するにあたって、履歴書やエントリーシート等を提出していただきますが、記入
した自己 PR や志望動機等については、説明できるようにしておいた方が良いと思います。また、
面接試験では皆さんが想定していない質問も聞かれることもあるでしょうから、その時は自分自身
の過去を振り返り素直な気持ちで答えることが良いと思います。
就職活動をされている学生の皆さんから「どんな資格を持っていた方がいいですか？」という質
問を多く頂きますが、「この資格がなければ採用しません」ということはありません。銀行の仕事
は、以前は「預金を集めて貸出をする」だけでしたが、近年では投資信託や生命保険、損害保険な
どの業務に参入しているため、入行してから通信教育や検定試験等、勉強しなければならないこと
がたくさんあります。そういった意味からも、今からファイナンシャルプランナーや簿記などに
チャレンジしておくことは、得策かと思います。
これから就職活動が本格化していきますが、就職活動中は何かと不安を感じたり、忙しく自分を
見失いがちですが、みなさんの希望が叶えられるようがんばってください。皆さんのご健闘をお祈
りいたします。
桂 ：本日はお忙しい中、ご講義ありがとうございました。
付記：大光銀行審査部相場実調査役、白勢昭博人事部係長には、大変お忙しい中、桂ゼミ学生への講義と本稿の最
終校正にご協力いただきました。ここに記して感謝の意を表します。
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